
ームについては保守期限が、また専任のソフト
ウェア開発担当者についても定年を迎える時
期が、それぞれ迫っていました。そこで、さまざ
まな課題の解決に向けて、基幹システムの刷新
にはERPパッケージを適用することが最善で
あると判断しました」と、岡下氏は言います。
　また、基幹システム刷新にあたり、併せて解
決すべき大きな課題が2つありました。
　まず１つは協力会社を含む在庫管理運用負

　大阪市旭区に本社を置くスターライト工業
は、各種プラスチック製品の設計・開発・製造・
販売を担う企業です。創業は1936年で、当初
はフェノール樹脂の成形品を製造、1956年に
フッ素樹脂と強化プラスチックの取り扱いを開
始しました。1961年からは各種エンジニアリ
ングプラスチックの成形も手掛けています。
　「当社は事業を『トライボロジー』『モビリテ
ィソリューションズ』『セーフティ・ライフサポー
ト』の3つのセグメントに分類し、それぞれの工
場が担当しています」（岸本氏）
　自動車部品を担当しているのがモビリティソ
リューションズカンパニー 広島工場です。1974
年に稼働を開始した同工場では、メインフレー
ムを活用して基幹業務を運用してきました。
　しかし、「この長年使い続けてきたメインフレ

メインフレームの保守期間切れを機に
基幹システムを刷新
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基幹システム刷新により、在庫管理と原価計算の精度を向上
高性能エンジニアリングプラスチックなどで
自動車部品を設計・開発・製造する
スターライト工業株式会社の広島工場は、
長年使用してきたメインフレームの保守期限に合わせて、
基幹システムの刷新に着手。次期基幹システムには
Microsoft 社の「 Dynamics 365 for Finance and Operations
（以下、Dynamics 365） 」と
日立ソリューションズの「原価管理テンプレート」を適用。
特に、従来からの課題であった協力会社に保管されている
理論在庫の管理精度向上や、製品別の原価計算を実現できたことで、
今後のスピーディーな経営判断への活用が期待されます。

発注量と在庫の最適化などの効果も期待して
います」（岡下氏）
　「他にも、マスタ情報を基幹システムで一元
的に管理可能になったことや、クラウドサービ
スの利用により運用コストの低減が実現した
ことについても、高く評価しています」（岸本氏）
　スターライト工業は次なる企画として「BIツ
ールによる『 Dynamics 365 』情報の経営
分析への活用」「『 Dynamics 365 』とPLMと
の連携」「原価企画の実現」など、経営基盤の
強化に取り組みます。
　「プロジェクトを通して日立ソリューションズ
が当社の要望をよく理解してくれたおかげで、
満足できるシステムが完成しました。これから
も、BIシステムの導入などで長いお付き合いを
期待しています」（岸本氏）
　日立ソリューションズはこれからも、業務シ
ステムのさらなる高度化をめざすスターライト
工業を支援していきます。

　基幹システムの刷新にあたって、ERPパッケ
ージの採用を基本路線として製品選定を開始
しました。
　「候補となるパッケージは3つありました。最
も重視したのは、グローバルで多くの実績を持
つERPであることです。グローバルで使用実績
があるものなら、多様な業種への対応が可能
だと思いました。システム運用管理の手間と工
数を削減することを目的に、クラウドサービス
として提供されているものを、重点的に調査し
ました」（岡下氏）
　検討の結果、スターライト工業は製品別原
価管理テンプレートを提供できる日立ソリュー
ションズの「 Microsoft Dynamics 365 統合
ERP構築サービス 」を採用することに決定しま
した。プロジェクトを2017年5月にスタートさ
せ、スターライト工業側からは、役員を含む19
名がプロジェクトに参画し、日立ソリューショ
ンズは、要件定義以降のすべての工程において
技術支援をすることになりました。
　基幹システム刷新は現場のインパクトが大
きいため、稼働時の混乱を防止することを目的
とし、以下の2点を考慮しました。

●先行稼働していた生産スケジューラ＊と
「Dynamics 365」を連携させ、生産計画業
務は大きく変更しない運用モデルとする

●注文書、現品票、ピッキングリストなどの帳票
類については、現行帳票を踏襲する

　「システム切り替えの判断も慎重に行いまし
た。リスクが高いとされる一斉切り替えでした
ので、日立ソリューションズにはシステムの完
成度を高めてもらいました」（岡下氏）
　スターライト工業は、部品表を含む、各種マ

スタの整備、見直し作業を行い、大きな混乱も
なく無事に2019年10月1日より基幹システム
を稼働することができました。
　「プロジェクトの目的の1つであった製品別
の原価構造把握は、日立ソリューションズの
『原価管理テンプレート』によって実現しました。
製品単位で、受注時に想定されていた原価と
製造時の原価差を比較して、差異の可視化と
いった分析と改善につなげる仕組みができま
した」（岡下氏）

　新しい基幹システムの稼働により、スターラ
イト工業が抱えていた原価と在庫に関する課
題は解決に向かっています。
　「在庫については、毎月末の棚卸業務でも理
論在庫の精度が高まったことが確認でき、ある
べき姿に近づいたと評価しています。当社が必
要としている原価管理は、実際原価と標準原
価の差異が把握できることです。『原価テンプ
レート』を導入したことで、この点は格段に改
善しました」（岸本氏）
　「今後、原価を製品別や大分類別でも確認
できるようになりますし、受注時原価の見通し
と実際原価の比較もできます。また、正確な理
論在庫量に基づいた所要量計算も可能となり、
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協力会社保有在庫を正確に把握するための
運用負荷が高い

製品の原価構造の把握が難しく
改善活動が困難

効果

発注・入庫・支給の実績入力により、
リアルタイムな理論在庫を把握

「原価管理テンプレート」の活用により、
製品別の原価構造把握が簡易に

荷の軽減です。従来の在庫管理運用は Excel 
シートの帳票に入庫・出庫を手入力する方式
で、理論在庫の精度は満足できるレベルには
ありませんでした。もう1つは製品別の原価構
造把握の実現です。 Excel で行われていた原
価計算では、複数製品をまとめたサマリーしか
出力されないため、「製品ごとの収益性を把握
したい」という経営サイドからの要望に応える
にはかなりの手間と労力が必要でした。
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